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始めようスポーツ



「狙ったところにボールが返せるようになったよ！」

　小さな体を大きく伸ばし、スマッシュを練習する小学校2年生の内田彩那（あやな）さん。まちづくり財団のテニススクールで、1月からテニスを始めました。

　暖かい陽気に包まれる春は、新しいことにチャレンジするのに最適な季節。春の日差しを感じながら、スポーツを楽しんでみませんか。




[image: スポーツライフを楽しもう]

平日の夜に開かれる、まちづくり財団のフットサル教室。30歳以上の男性が対象です。



　3月30日（日）午前9時～午後3時30分に、総合公園で「第1回ひらつか市民スポーツフェスティバル」を開きます。スポーツ教室などを開いているまちづくり財団と、市内のスポーツ5団体の共催です。トップアスリートを招いた講習会のほか、体験教室などを開きます。

問：スポーツ課　電話：0463-31-3060




体も心も健康に

　ひらつかサン・ライフアリーナでは、まちづくり財団が定期的にフットサル教室を開いています。この日も、仕事帰りの人など、20人以上が汗を流していました。

　ウオーミングアップから、パス・シュート・ゲーム形式の練習をします。1時間半の練習が終わると、参加者はすっきりとした笑顔でアリーナを後にしました。スポーツは健康・体力づくりのためだけでなく、ストレスを解消する効果もあるようです。

　市民を対象にした平成24年度の調査によると、週に1回以上スポーツをする成人は54.1パーセントいました。全国平均の45.3パーセントは上回っていますが、国の目標値65パーセントには届きませんでした。

　そのため、スポーツ施設の一般開放や、まちづくり財団によるスポーツ教室などを開いています。年齢や目的に応じてスポーツができる環境づくりを進めています。




有名選手が指導

　今回、ひらつか市民スポーツフェスティバルを初めて開催します。一人でも多くの方が健康で楽しい生活を送れるよう、体験イベントなどを通して、スポーツの魅力を伝えます。

　開催に先立ち、スポーツ団体などが集まり、実行委員会をつくりました。市内の体育協会・体育振興連絡協議会・スポーツ推進委員協議会・レクリエーション連盟・スポーツクラブ連合と、まちづくり財団が共催します。

　世界で活躍した元テニス選手の杉山愛さんや、オリンピックメダリストで元マラソン選手の有森裕子さんが講師として来場します。テニスレッスンや講演会などの応募は締め切りましたが、見学・聴講はできます。

　また、アテネオリンピック女子柔道78キログラム超級で金メダルを獲得した塚田真希さんや、オリンピックに400メートル走などで3大会連続出場した陸上選手の高野進さんの講習会などもあります。ほかにも、プロゴルフ選手の岩本砂織さん、競輪選手の河野要さんと宮下潤さん、平塚出身のプロテニス選手の穂積絵莉（えり）さんとプロスキー選手の大久保亜弥（あみ）さんらも来場します。




きっかけづくり

　「スポーツ団体が一堂に会するので、いろいろな競技を見たり参加したりして楽しんでください。競技としてではなく、レクリエーションのスポーツにも注目です。生涯続けられるスポーツを見つけて、豊かな生活を送るきっかけにしてください」と田中実行委員長は笑顔を見せます。

　田中実行委員長はスポーツ推進計画（次囲み記事）の策定にも携わりました。「計画では『スポーツを楽しみ、健康で長寿のまち　ひらつか』を理想像として掲げています。イベントをきっかけに、スポーツをする市民を増やしたいですね」と期待します。「東京オリンピックの開催が決まり、スポーツに対する関心が高まっています。市内のどこでどのようなスポーツができるのか分からない方もいると思うので、この機会にアピールしていきたいです。『イベントを必ず成功させよう』という強い気持ちで、実行委員会が一致団結して、準備を進めています」。
[image: きっかけづくり]

同フェスティバル実行委員会の田中國義（くによし）実行委員長





[image: 健康・長寿で元気なまちに]

　教育委員会は、スポーツに特化した市スポーツ推進計画を2月に初めて策定しました。「スポーツを楽しみ、健康で長寿のまち　ひらつか」を目指し、市が取り組む施策をまとめています。

　基本目標は①生涯スポーツの推進②地域スポーツの推進③トップスポーツ（競技志向のスポーツ）の推進④スポーツを楽しむ環境づくりの四つです。

　誰もがスポーツを楽しみ、いつまでもいきいきとした生活を送ることができるよう、市民・スポーツ団体・大学・トップスポーツチーム・行政などが連携・協働して、スポーツを楽しめるまちをつくります。

①生涯スポーツの推進

　誰もが、いつでも・どこでも・いつまでもスポーツを楽しめる社会を実現するため、成人・子ども・高齢者・障がい者、それぞれに応じたスポーツ活動を進めます。

②地域スポーツの推進

　スポーツ団体の活動の活性化、総合型地域スポーツクラブの育成・支援、大学との連携などを進めます。

③トップスポーツの推進

　国内外で活躍できる選手を育成します。また、湘南ベルマーレとの連携、スポーツ指導者の発掘と活用、トップスポーツの活用などを進めます。

④スポーツを楽しむ環境づくり

　身近で気軽に利用できる施設の充実や、市民のニーズに応じて情報の提供などをします。

問：スポーツ課　電話：0463-31-3060




[image: 体験イベントがめじろ押し]

　総合公園内のさまざま会場で展開します。各団体のイベントをお楽しみください。小雨決行。

各ブースの時間

は午前10時～正午　は午後1時～3時

テニスコート　杉山愛さん（次写真）・穂積絵莉さんスポーツ教室（応募は締め切りました。見学はできます）。雨天の場合は、大原小学校体育館（大原1ー14）。後テニス講習会・初心者体験教室・ジュニアソフトテニス教室。

[image: 杉山愛さん]


総合体育館

1階　第1体育室　ソフトバレー初心者体験教室。有森裕子さん（次写真）講演会（応募は締め切りました。体育館2階から聴講はできます）。

[image: 有森裕子さん]

1階　第1体育室南側　体育協会5団体を紹介する展示。

1階　A会議室　体操競技の紹介。映像によるスキー講習会（大久保亜弥さん）。

1階　温水プール　初心者水泳＆競泳教室。

3階　第2体育室　ジュニア対象のバスケットボール体験教室など。バドミントン体験教室。

地下1階　第3体育室　卓球体験教室。太極拳講習会。

地下1階　第1武道場　柔道教室（塚田真希さん）。子ども対象の初心者少林寺拳法の体験教室。

地下1階　第2武道場　剣道フェスティバル・平塚市空手道演武会。なぎなたの活動紹介と体験教室。

地下1階　弓道場　弓道体験フェスタ。

総合体育館前広場　ニュースポーツ・囲碁ボール体験教室（詳しくは、次囲み記事参照）。

ShonanBMWスタジアム平塚　小・中学生対象の陸上競技教室（高野進さん）。女子サッカークリニック・小学生サッカー体験教室・ジュニアユースカップ決勝戦。


平塚球場　ソフトボール体験教室。初心者（幼稚園年長～小学校3年生）対象の野球体験教室。


中央大池前　湘南サイクルフェスティバル（河野要さん、宮下潤さん）。ヨットの展示・体験など。


平塚のはらっぱ　ゲートボール初心者教室など。スナックゴルフ体験教室（岩本砂織さん）・グラウンドゴルフ体験教室。




[image: クレヨンラリー]

　会場を歩き、チェックポイントにあるクレヨンを使って、塗り絵を完成させよう。

　台紙は、平塚のはらっぱなどにある総合案内所や、駐車場などで配るチラシの中にあるよ。16のチェックポイントのうち、5カ所を回れば完成だよ。

　塗り絵が完成した方には、オリジナルグッズをプレゼント。



[image: ひらつか市民スポーツフェスティバル]



[image: 囲碁がスポーツに？]

　囲碁ボールは、平成4年に兵庫県で誕生しました。碁盤に見立てた専用マットと碁石に模した白黒のボール、木製スティックを使って五目並べをするニュースポーツです（次下写真）。

　縦5メートル横2メートルのマットに縦横7本の線で碁盤の目が描かれています。49ある線の交点にはくぼみがあり、そこにボールが収まります。白と黒のボールを、ゲートボールのように交互に打ち、並んだボールの数で勝敗を決めます。ボールが並ばなかった時は、くぼみに入ったボールの数が多いチームの勝ちです。

　市内でニュースポーツの普及などをしているスポーツ推進委員協議会。伊藤公明（きみあき）会長（次上写真）に、囲碁ボールの魅力を聞きました。
＊　　＊　　＊

　囲碁ボールは、子どもからお年寄りまで楽しめます。力もいらないし、健常者と障がい者も一緒にできます。相手のボールにぶつけて、はじき出したり、コースを妨害する場所にわざとボールを打ったり、駆け引きもできる奥の深いスポーツです。

　昨年、まちづくり財団から囲碁ボールを普及する提案を受けました。囲碁のまち平塚にぴったりのニュースポーツですね。

　これまでは、スポーツ推進委員で研修を進めてきました。市民の皆さんには、スポーツフェスティバルで初めて披露します。30日午後1時から、総合体育館前の広場で体験教室を開きます。この機会に、一緒に楽しんでみませんか。

　やってみたいという要望があれば、公民館などに推進委員が行きます。まちづくり財団へご連絡ください。

問：まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102
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東京オリンピックのキャンプ地誘致へ


　ShonanBMWスタジアム平塚や湘南ひらつかビーチパーク、平塚競輪場など、スポーツ施設がそろっている平塚。2020年に開催予定の東京オリンピックでは、練習や宿泊の場所として選手を受け入れられるよう、庁内プロジェクトチームをつくりました。誘致方法の検討や受け入れの課題を整理していきます。

　平塚はサッカー代表チームを受け入れてきた実績があります。2002年のFIFAワールドカップの時にはナイジェリア、2012年のFIFA U-20 女子ワールドカップでは、ニュージーランドが事前キャンプで平塚を訪れています。

　東京から近いという立地条件を生かし、国際交流や経済活性化を見据え、積極的に誘致活動を進めていきます。

問：企画政策課　電話：0463-21-8797



[image: 地域に根付く子ども会]


　学年の垣根を越え、子どもたちが集まる子ども会。子どもたちの成長を促し、地域コミュニティーの一端を担ってきました。しかし、昔と今では、子ども会の在り方が変化しています。今回は、現在の子ども会の実情や活動を紹介します。

問：青少年課　電話：0463-32-7029




交流の中で育つ子どもたち

　「よし！　いけ！」

　「ナイスキャッチ」

　放課後の松原小学校体育館に、ドッジボールをする松原子ども会の子どもたちの声が響きます。平子連が、毎年2月に開く地区対抗のスポーツ中央大会に向けて、11月下旬から週2～3回、懸命に練習しています。

　この日は小学校3～6年生の子どもたち40人が集まり、約1時間、試合形式で練習しました。同地区子ども会育成会役員の秋山優子さんは「ドッジボールは最も力が入ります。子どもたちはいつも真剣ですよ」と話します。

　ドッジボールは、体の小さい低学年の子どもたちには、不利な競技です。しかし、上級生は積極的に下級生をフォローしています。

　「私が片付けるよ」

　練習が終わると上級生たちは進んで、モップ掛けや片付けをします。秋山さんは「下級生に手を貸す上級生を見て育った子どもたちが、自分が上級生になったときに、自然と下級生を助けられるようになるといいですね。そうして、思いやりの心が受け継がれていくとうれしいです」とほほ笑みます。

　また、松原地区では低学年の子どもが参加できる行事も多く取り入れています。平成25年度は、松原地区にある高久製パン協力のもとで、パンづくり体験（次下写真）をしたところ、約120人が参加しました。

　そのほか、松原公民館まつりや神社の例大祭など地域の行事に参加することで、子どもと地域の方がお互いの顔を覚える良い機会になります。秋山さんは「子どもたちが模擬店を出店すると、隣の店の方が声をかけてくれるので、そういった交流も楽しいです」と話します。
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放課後に練習をする子どもたち
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減少する子ども会

　各子ども会はそれぞれに活動をしていますが、その数は減少傾向にあります。平成2年度は220の子ども会がありました。現在は合併などで、95まで減っています。少子化の影響も大きいですが、加入率の低下が目立ちます。平成2年度の加入率は97パーセントでしたが、年々下がり、現在は43パーセントまで減っています（次グラフ）。

　原因の一つは、親にとって子ども会役員の負担が大きいことにあります。市のアンケートでは、約45パーセントの子ども会で、役員のなり手不足を今後の課題に挙げました。

　また、行事に参加できないことも加入率低下の原因です。「高学年になると、休日や放課後は習い事で時間がない」「親が共働き」といった理由で、子どもたちは行事の参加が難しくなっています。

　子ども会への入り方にも課題がありました。任意で加入する子ども会が多いため、初めから加入しない子どももいました。未加入のまま卒業する子どももいるため、加入者が増えにくくなっています。

[image: 減少する子ども会]




役員の負担軽減へ

　こうした現状への対策も始まっています。

　桃浜地区では昨年度から、任意加入をやめ、自治会に入っている家庭の小学生は子ども会の会員とする形に変えました。自動加入にはさまざまな意見が出ましたが「入会して、子どもが行事を楽しんでいます」といった声が多くありました。平成24年度桃浜子ども会育成会会長の大久保志津子さん（次写真左）は「子ども会の活動内容を理解してもらえる良い機会になりました」と話します。

　また、役員選出方法の見直しや、年間行事の洗い出しとパターン化にも取り組みました。役員が交代してもノウハウを蓄積することができ、負担の軽減につながります。さらに、来年度は行事ごとにサポーターを募り、多くの保護者が携われるようにする予定です。

　平成25年度同会会長の角園（すみぞの）千穂さんは「大久保さんをはじめとした前任者の方々も助けてくれますし、昨年度をお手本にして楽しく運営しています」と笑顔を見せます。
[image: 役員の負担軽減へ]

桃浜子ども会育成会の大久保さんと角園さん





未来へつなぐ

　「行事では、身近な場所での開催を心掛け、公民館や小学校の協力を得ています。また、自治会からは活動の補助金などの援助もいただいています」と話す角園さん。子ども会は、地域との交流などから、子どもたちの社会性や主体性などを育む場です。それと同時に、子どもたちが地域のことをより深く知るための場でもあります。

　大久保さんは「大人たちの助けの中で、子どもたちには地元愛を育んでほしいですね」と話します。地域の将来を担う人材を育成していくため、平子連・地域・市が連携し、子ども会活動を支援していきます。



子ども会を陰で支える


　青少年課の池水唯主事（次写真）に市の取り組みを聞きました。

　市では、情報や意見を交換する場を設けています。平子連が主催する会議や説明会へ事務局のサポートとして参加しています。

　平成25年度は、各子ども会の課題とその解決策などを把握するために、アンケートをしました。結果を取りまとめ、地区独自の取り組みなどを、各子ども会に情報提供しました。子ども会からは、「役員の負担軽減につながるアイデアをもらった」「ほかの地区との交流会を開きたい」といった意見がありました。子ども会は小さな集団で活動をしているので、引き続き、ほかの地区との情報交換の場を設け、問題解決につなげていきたいです。

　また、市内の子ども会全体の行事である、スポーツ中央大会や子ども会劇場などの運営にも携わっています。子ども会劇場は、毎年、子どもたちが楽しめる演目を平子連と協議し、開催しています。平成25年度は、劇団プラネットによる「シンドバットと魔法の剣」を上演しました。来年度以降もより多くの子どもたちに、興味を持ってもらえる演目を考えていきたいですね。

[image: 子ども会を陰で支える]



平子連って何？


　平塚市子ども会育成連絡協議会（平子連）は昭和37年11月に、平塚市子ども会指導者連絡協議会として発足しました。名称を変えた今も、各地区子ども会の自主的な活動を支援しています。

　子どもたちの仲間づくりを進め、心身の成長のために、レクリエーションやスポーツ大会など、さまざまな行事をしています。

　現在は、95の子ども会があり、児童、約6,000人が加入しています。

　平子連が中心となり、各地区子ども会や青少年課とともに、子ども自身が考えて参加する活動を目指しています。



子ども会に入ろう


　小学生とその保護者が対象です。希望される方は、各子ども会または青少年課へご連絡ください。

問：青少年課　電話：0463-32-7029




応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、3月24日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。



[image: 記入例と市役所へのマップ]





募集


博物館サークルの会員


　各サークルの詳細は、博物館にお問い合わせいただくか、同館ウェブでご確認ください。抽選。

天体観察会

　観測方法を学びます。月1～2回、土曜日の午後と夜間。中学生以上の方10人。

相模川の生い立ちを探る会

　地形や地層を観察しながら、大地の生い立ちを学びます。月1回、土・日曜日の午前9時～午後5時。20人。

地球科学入門講座

　「大磯丘陵と相模平野の地盤と成りたち」をテーマとした、年6回の連続講座です。隔月1回、土・日曜日の午前10時～正午。50人。

民俗探訪会

　「相模湾の民俗」をテーマに、県内の漁港で漁具・漁法を調べます。毎月第3水曜日の午前10時～午後4時。10人。

聞き書きの会

　新規サークルです。地域の先輩が語る昔の思い出話に耳を傾け、これを記録し、庶民の生活史集をまとめます。毎月第1金曜日の午前10時～正午。30人。

お囃子（はやし）研究会

　祭り囃子の楽曲や演奏の特徴を映像などで学びます。月1回、土曜日の午後4時30分～6時。20人。

平塚の空襲と戦災を記録する会

　平塚空襲に関する資料収集、聞き取り調査などをします。月1回、土曜日の午後1時30分～4時30分。10人。

古文書講読会

　博物館にある古文書をグループで自主的に講読します。毎週金曜日の午前10時～午後3時。10人。

地域史研究ゼミ

　地域の古文書の共同研究を通して地域史研究の方法を学びます。月1回、土曜日の午前10時～正午。簡単な古文書が読める方5人。

平塚の古代を学ぶ会

　国庁模型の制作を目指して相模国府と古代の歴史を勉強します。26年度は模型を設計・制作します。月1回、原則、日曜日の午前10時～午後3時。10人。

古代生活実験室

　古代人の技術を学び、実践します。毎月第2木曜日の午前10時～午後3時。10人。

東国史跡踏査団

　現在の地図と明治時代の地図を比較しながら歩き、遺跡の立地や環境を体感します。月1回、土曜日の午前10時～午後3時。10人。

展示解説ボランティアの会

　当番制で来館者へ展示の解説をします。定例会は毎月第1・3木曜日の午前9時30分～正午。当番日は週1回、午前9時30分～午後4時。10人。

募：必要事項・年齢・サークル名を、往復はがきで、3月30日（日）までに、〒254-0041浅間町12-41博物館　電話：0463-33-5111へ。



ドッジビー教室


　ドッジボールのルールで、柔らかいフライングディスクを使って遊ぶニュースポーツです。

　4月12日・19日の土曜日、全2回、午前10時～正午。青少年会館。4月現在で、小学校3～6年生20人（抽選・初めての方を優先）。運動着・室内用運動靴・タオル・飲み物。

募：必要事項・学年・教室名・参加経験の有無を、はがき・ファクス・メールまたは直接、4月1日（火）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。



再生家具を提供します


　再利用可能な家具を修理・提供しています。

　30個程度（抽選）。1人1点。修理費程度を負担。

募：4月1日（火）～10日（木）、午前9時～午後4時（10日は正午まで）に四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301で現物を確認し、申込書を直接、同プラザへ。



美術館市民アートギャラリーの利用者


　10月～平成27年3月の利用申し込みを受け付けます。

　1日単位で最長6日間（火～日曜日。月曜日が祝日または振替休日の場合は7日間）。代表者が平塚市・秦野市・伊勢原市・大磯町・二宮町・中井町に在住などの場合、1日あたり全室1万円・A室6000円・B室4000円。他の地域の場合は5割増し。抽選。

募：〒254-0073西八幡1-3-3美術館　電話：0463-35-2111または同館ウェブにある申込用紙を、郵送または直接、4月1日（火）～10日（木）に、同館へ。7日（月）は休館です。



親子野菜づくり体験・調理教室


　野菜の植え付けから収穫までを体験します。農の体験・交流館（寺田縄457-5）。

①種・苗植え付け　4月19日（土）午前10時～正午。

②草取り・管理作業　5月24日（土）午前10時～正午。

③収穫・調理　7月19日（土）午前10時～午後3時。午前は作った野菜を収穫します。午後は花菜（かな）ガーデン（寺田縄496-1）で、野菜を使った調理体験をします。①②は荒天の場合、翌日に延期します③は雨天実施。

　市内在住の小学生とその保護者10組（先着順・1組3人まで）。1組500円。軍手・タオル。③は花菜ガーデンの入園料も。野菜づくりができる服装・靴でお越しください。

募：電話で、3月25日（火）午前9時から、農の体験・交流館　電話：0463-58-5201へ。



湘南ひらつか七夕まつりボランティア


　7月4日（金）～6日（日）の湘南ひらつか七夕まつりを手伝ってみませんか。6月21日（土）午後1時から、平塚商工会議所で事前説明会をします。高校生以上の方。詳しくは、七夕まつりのウェブをご覧ください。

クリーン　会場内の清掃、ごみの分別指導。

イベント　イベント時の交通整理や沿道警備の補助。

七夕飾り　市民飾りの掲出や撤去の補助。7月3日（木）午後7時～11時・6日午後7時～10時。成人の方。

観光案内　プログラムの配布や、名産品の販売など。

募：七夕まつり実行委員会のウェブなどにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、4月30日（水）までに、〒254-0812松風町2-10平塚商工会議所内の湘南ひらつか七夕まつり実行委員会　電話：22 -2510　FAX：24-0079　メール：tanabata@hiratuka-cci.or.jpへ。




[image: 渋田川桜まつり]


　各団体が、模擬店などを出店します（次写真）。県警音楽隊のステージや展示・学習コーナーもあります。

　4月6日（日）午前10時～午後3時。小雨決行。ライトアップは2日（水）～6日（日）、午後6時～9時（桜の開花時期により変更します）。渋田川鷹匠橋（たかじょうばし）から上流400メートル両岸（西真土4丁目付近）。

問：みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852

[image: 渋田川桜まつり]



[image: 写真コンテストの作品募集]


　桜まつり当日と、期間中にライトアップする桜の写真が撮影対象です。サイズは2L～6PW。1人3枚まで。作品は返却しません。8月中旬に新庁舎1階の多目的ホールで展示します。

募：応募作品の裏面に必要事項を記入し、郵送または直接、4月30日（水）までに、〒254-0081豊田打間木692-5渋田川桜まつり実行委員会の岸　電話：0463-53-2181へ。




米づくり体験隊


　農業者の指導を受けて体験します。収穫後、1家族当たり30キログラムのキヌヒカリの玄米をお渡しする予定です。

　6月21日（土）田植え体験、7月19日（土）草取り体験、10月18日（土）・19日（日）稲刈り体験・もみすり見学など。雨天の場合は翌日に延期。

　20歳以上の代表者とその家族20家族（抽選）。ひらつか花アグリ周辺の水田（寺田縄）。1家族1万5,000円。

募：豊原分庁舎2号館2階の農水産課　電話：0463-35-8103や市ウェブなどにある申込書を、郵送で、4月30日（水）までに、〒259-1215 寺田縄1021ハッパ会の石塚へ。


[image: 米づくり体験隊]

田植えから収穫まで体験します



お知らせ


湘南ひらつかルネッサンスまつり


　当日限りのお買い得品やサービス、大抽選会や模擬店などがあります。

　3月23日（日）午前10時30分～午後4時。平塚駅北口中心商店街。烈車（れっしゃ）戦隊トッキュウジャーショー（次写真・午前11時と午後2時）など。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107

[image: 烈車（れっしゃ）戦隊トッキュウジャー]
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市民意識調査の結果


　今後のまちづくりを進めるための基礎資料にするため、平成25年11月5日～14日に実施した、市民意識調査の結果がまとまりました。平成26年3月20日（木）から市ウェブや公民館などで閲覧できます。

問：企画政策課　電話：0463-21-8760



どっと・市場（マーケット）　飛騨高山まつり


　高山ラーメンや塩せんべい、赤かぶらなどの特産品を販売します。

　3月27日（木）～30日（日）、午前10時～午後6時30分（30日は午後5時まで）。市民プラザ。

問：商業観光課　電話：0463-35-8107



消費税率の引き上げで使用料などが変わります


　4月1日以降。詳しくは、財団や市のウェブをご覧ください。

①駐車場などの定期利用料金　まちづくり財団が管理運営している駐車場・駐輪場・レンタサイクルの定期利用料金を値上げします。

②下水道使用料・農業集落排水使用料　1カ月の基本使用料が、8立方メートル当たり695円から714円になります。

③市民病院行きシャトルバス　大神地区と市民病院をつなぐシャトルバスの運賃が、250円から260円になります。

問：①まちづくり財団総務施設課　電話：0463-35-8108②下水道経営課　電話：0463-21-8786③交通政策課　電話：0463-21-9840



鉄舌長鐙（てつしたながあぶみ）を市指定重要文化財に指定


　博物館が所蔵する「鉄舌長鐙（次写真）」は、昭和15年ごろ、相模川鉄橋下流付近で砂利採取中に引き上げられました。現存する鐙との形態の類似から鎌倉時代の製品と考えられます。鎌倉時代の舌長鐙の遺例は極めて少なく、また、出土品という形で特定の地域との関係がとらえられることは非常に珍しいことです。

　平塚の中世史に限らず、国内の馬具の変遷を示す希少な資料として、1月30日に市の指定重要文化財に指定しました。博物館で公開中です。

問：社会教育課　電話：0463-35-8124

[image: 鉄舌長鐙（てつしたながあぶみ）を市指定重要文化財に指定]



固定資産評価額の縦覧


　4月1日（火）～6月2日（月）に、固定資産税課（本庁舎1階⑥番窓口）で、土地や家屋の評価額などを縦覧できます。

　①固定資産税の納税者と、同一世帯の親族（本人確認できる運転免許証などを持参）②納税者の代理人（委任状または同意書と、代理人の本人確認ができる運転免許証などを持参）に限ります。

問：固定資産税課　電話：0463-21-8768




[image: 市営競輪　春休みの最後を飾る3日間]


　3月29日（土）～31日（月）、午前10時～午後4時45分。平塚競輪場（久領堤5−1）。100円。

「我が家」（次写真）のお笑いライブ　29日①午後0時30分～0時45分②1時50分～2時10分。

[image: 「我が家」]

烈車戦隊トッキュウジャーショー　30日① 午後0時30分～0時45分②3時～3時20分。

イメージキャラクター・水谷望愛（のあ）トークショー　30日午後1時50分～2時10分。

未確定車券による抽選会　31日正午～午後4時。1,000人（先着順）。

　時間は変更する場合があります。

問：平塚競輪場　電話：0463-21-3935




[image: 子どもの健康4月]


　会場は保健センターです。母子健康手帳をお持ちください。詳細は、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111




◆乳児の個別健康診査

　実施医療機関へ直接お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターにあります。




◆母親父親教室

★妊娠中の過ごし方、栄養、歯の衛生など　7日（月）午後1時30分～3時30分。妊婦とその家族。

★赤ちゃんの特徴と育児について、妊婦体験　21日（月）午後1時30分～3時15分。妊娠8カ月以降の方とその家族。

★プレママ＆パパ　クッキング教室（予約制）　26日（土）午前10時30分～午後0時30分。




◆歯科健康診査（予約制）

　歯の健康診査やフッ素塗布の体験・相談など。9日（水）午後1時～2時30分。24日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。




◆すくすく子育て教室（予約制）

　赤ちゃんの病気と育児の話など。16日（水）午後1時30分～3時15分。5～6カ月児。




◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）

　8日（火）午前10時～11時。8～12カ月児。歯みがき準備期編。




◆育児相談

　9日、16日、23日の水曜日。午前9時30分～10時30分。




◆離乳食教室（予約制）

　離乳食の進め方など成長に合わせたコースです。

★5～6カ月児　18日（金）午後1時30分～2時40分。

★7～8カ月児　11日、25日の金曜日、午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児　30日（水）午前10時30分～11 時30分。




健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


国民年金保険料の免除申請の対象期間を拡大


　4月から、保険料徴収時効（2年）が消滅していない部分の申請ができるようになります。国民年金は、所得が少ないときや失業などにより保険料を納付することが経済的に困難な場合、保険料の免除を申請することができます。

　委任状（本人、同一世帯の方が手続きする場合は不要）・年金手帳・運転免許証などの身分証明書・印。平成21年12月31日以降に離職された方は、離職票・雇用保険資格喪失確認通知書・雇用保険受給資格者証のいずれかが必要です。

問：保険年金課　電話：0463-21-8777・平塚年金事務所国民年金課　電話：0463-22-1515



県障がい者スポーツ大会


①卓球・サウンドテーブルテニス　6月15日（日）。寒川総合体育館（寒川町宮山）

②水泳　7月6日（日）。さがみはらグリーンプール（相模原市中央区横山）。

募：直接、①は5月7日（水）②は6月4日（水）までに、南附属庁舎2階の障がい福祉課　電話：0463-21-8774へ。



国民健康保険の自己負担割合を変更


　国民健康保険に加入している70歳以上75歳未満の方の自己負担割合が平成26年度から変わります。

　昭和19年4月2日以降に生まれた方は、70歳の誕生日の翌月から自己負担割合が2割になります。昭和19年4月1日以前に生まれた方は平成26年4月1日（火）以降も1割です。所得の多い世帯の自己負担割合は3割です。

問：保険年金課　電話：0463-21-8776



障がい児福祉手当・特別障がい者手当の受給申請


　重度の障がいがある方が対象で、身体障がい者手帳などがなくても申請できます。

　主な支給要件は、施設に入所していないことや所得が基準以下であることなどで、障がい要件などについても審査があります。

障がい児福祉手当　常時特別な介護を必要とする障がいがあり、障がいを支給事由とする他の公的年金を受けていない20歳未満の方。

特別障がい者手当　①常時特別な介護を必要とする障がいが2つ以上あるか②肢体不自由・内部機能・知的・精神などの障がいがあり、①と同程度以上で、現在3ケ月以上入院していない20歳以上の方。

　詳しくは、お問い合わせください。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774



特別障がい者手当などの手当額が変わります


　4月1日（火）から、特別障がい者手当・障がい児福祉手当・経過的福祉手当の月額が変わります。

　特別障がい者手当は、2万6080円から2万6000円に、障がい児福祉手当と経過的福祉手当は、それぞれ1万4180円から1万4140円に変わります。4月分の手当から適用となり、5月の振込額から変わります。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774



心身障がい者福祉手当の届け出は済みましたか


　4月は心身障がい者福祉手当の振り込み月です。

　受給者本人が転居・死亡・施設入所して受給資格が消滅したり、振込口座を変更したりする場合は、届け出が必要です。

　受給資格が消滅した際の届け出がなかった場合は、後日手当を返還していただくことがあるので、ご注意ください。

問：障がい福祉課　電話：0463-21-8774



海外療養費の申請方法が変わります


　国民健康保険の加入者で、海外で治療を受けて、帰国後に海外療養費の手続きをする方は、4月1日（火）から、申請時に治療を受けた国への渡航歴の分かるパスポートなどの提示が必要となります。

問：保険年金課　電話：0463-21-8776



国民健康保険の手続きをお忘れなく


　国民健康保険の加入・脱退・各種変更は14日以内に手続きしてください。

　就職したり、扶養家族になったりするなどの理由で、ほかの健康保険に加入した方は、国民健康保険証・勤務先の健康保険証・印を持って、保険年金課（本庁舎1階⑬番窓口）にお越しください。

問：保険年金課　電話：0463-21-8775



オストメイト相談会


　「高齢化社会のストマケア」をテーマとした講演や健康相談などをします。

　3月30日（日）午後1時30分～4時30分。市民活動センター。オストメイト（人工肛門・人口ぼうこう保有者）とその家族。

問：日本オストミー協会神奈川支部　電話：0466-45-4216



健康ウオーキング　桜の咲く大磯城山公園へ


　4月8日（火）午前9時15分～午後3時。約14キロメートル。午前9時受付開始。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は9日（水）に延期、9日も50パーセント以上の場合は中止。なでしこ公民館（撫子原12-54）集合・解散。弁当・飲み物・タオル・帽子・雨具。お持ちの方は歩数計。

問：健康課　電話：0463-55-2111



休日・夜間急患診療所で外科の診療を始めます


　内科と小児科に加え、4月1日（火）から平日の夜間に外科の診療を始めます。

　月～金曜日、午後7時30分～10時30分（内科・小児科は7時から）。

問：休日・夜間急患診療所　電話：0463-55-2145




お知らせ掲示板



湘南市民美術小品展

　日本画や水彩画などの絵画、彫刻、工芸などの作品を展示します。

　3月25日（火）～30日（日）午前9時～午後6時。中央公民館。

問：湘南市民美術協会の穐本（あきもと）　電話：0463-32-7837




福祉公演　湘南カラオケ同好会　愛唱会

　カラオケや舞踊などを発表します。

　4月13日（日）午前10時～午後3時。市民センター。

問：湘南カラオケ同好会の小林　電話：0463-22-9002




ギターコンサート

　ギター合奏を楽しんでいるサークルのコンサートです。ラテン音楽やクラシックを演奏します。

　4月19日（土）午後2時～4時。中央公民館。

問：ギターガーデン湘南の野村　電話：0463-22-7193




狂犬病予防注射をしましょう


　生後91日以上の犬を飼っている方は、お近くの会場で予防注射を受けてください。動物病院でも受けられます。通知はがき・愛犬手帳（未登録の場合は不要）。3,600円（初めての犬は6,600円）

[image: 狂犬病予防注射をしましょう]
問：環境政策課　電話：0463-21-9762



[image: まちの話題写真リポート]



躍動する緑の勇者

　ShonanBMWスタジアム平塚で3月2日、湘南ベルマーレのJ2リーグ開幕戦がありました。

　雨の中、ホームにモンテディオ山形を迎えた一戦。ベルマーレは前半20分にウェリントン選手のゴールで先制します。

　その後は、虎の子の1点を守り切り、開幕戦に勝利。3月16日現在、3連勝で首位に立っています。

[image: 躍動する緑の勇者]
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日産車体の再スタート

　3月10日、日産車体の新しい本館の竣工（しゅんこう）式がありました。

　今年、工場（次写真）も再編した同社は、発祥の地・平塚で再スタートを切りました。

　この本館には、今年4月に本社機能が移転される予定です。津波避難ビルとしても指定され、緊急時には屋上へ避難することができます。

[image: 日産車体の再スタート]




新庁舎の見学会

　2月23 日、市役所新庁舎の建設現場見学会がありました。

　新庁舎は1期工事のうち、地上8階までの本体の工事が終わりました。今は窓や壁などの内装工事を進めています。

　担当者から、自然空調など新庁舎の特徴を説明されると、約30人の参加者は熱心に耳を傾けていました。

[image: 新庁舎の見学会]




選手たちと触れ合う

　平塚駅前中心商店街で2月22日、ベルマーレワンダーランド2014がありました。

　晴天に恵まれ、子どもたちをはじめ、多くのサポーターが集まりました。サイン会やステージイベントなど、選手たちとの交流を楽しみました。

[image: 選手たちと触れ合う]




名匠（めいしょう）が生んだ作品

　美術館で4月6日まで、「所蔵名品展Ⅱ-新所蔵品を中心に」が開かれています。

　展示しているのは、2012年度に新たに購入、または寄贈された207点のうちの47点。過去に展覧会を開いた木下晋（すすむ）や河野通勢（みちせい）などの作品を中心に展示しています。心を揺さぶる作品を、見に行ってみませんか。

[image: 名匠（めいしょう）が生んだ作品]




総合公園の二つの顔

　2月は厳しい寒さの中に、時折、暖かな春の陽気を感じる季節です。総合公園では、趣の違う二つの表情を楽しむことができました。

　まずは中旬、雪化粧する日本庭園です。今年は、日本列島の各地で記録的な大雪が観測されました。平塚でも雪が降り積もり、一面の銀世界に変わりました。池のほとりのあずまやの中には、景色を楽しむ人の姿も見えます。

　3月も近くなったころ、雪も溶け、梅が白や紅の花を咲かせていました。桜の季節も、もうすぐそこまで近づいてきています。

[image: 総合公園の二つの顔]
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市長こらむ


おかしいと感じたら相談を


　市長就任以来、市民の生命と財産を守る施策を第一に考えてまいりました。しかし、悪質商法の被害はなかなかなくならず心を痛めています。

　悪質業者は消費者をだます手口を次々に繰り出してきます。年末の「カニの送り付け」に続き、最近は「東京オリンピックを悪用した投資」の被害が発生しています。

　市消費生活センター　電話：0463-21-7530は、契約・解約や販売方法、商品・サービスなどに関する消費者トラブルの相談を受けています。平塚駅南口のJAビルかながわの2階にあり、来所・電話とも平日の午前9時30分～午後4時に受け付けています。

　5人いる相談員の1人、原囿（はらぞの）信夫さん（次写真右）は「ここ数年、相談件数は年2000件前後で横ばいですが、高齢者の相談が増えています。今年度は約半数が60歳以上です」「数が多いのは、インターネットを通した架空請求や、投資詐欺など。代金を払うと連絡が取れなくなるケースが多く、一度被害に遭うと何度も勧誘されたり、弁護士を名乗る者から新たな契約を勧められたりする『二次被害』も起きています」と説明します。

　こうした被害を未然に防ぐため、センターではトラブル事例や対処方法を紹介する出前講座を公民館や町内福祉村などで開いています。また、今年度は、市内の小・中学生全員に身近な事例を紹介するリーフレットを配りました。

　原囿さんは「自分だけは大丈夫という思い込みが危険です」「相談は無料で秘密は守りますので『何かおかしい』と感じたら、すぐに相談してください。また、周囲で困っている方がいたら、この消費生活センターを紹介してください」と強調していました。

　被害を未然に防いだり、解決に導いたりしていくためには、消費生活相談を充実するとともに、関係機関と連携して啓発活動や消費者教育を推進していくことが大切です。平塚市は、引き続き、力強く取り組んでまいります。
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平塚市長

[image: 落合克宏]




[image: 減災ノススメ]


vol.12　家具の転倒防止



　大きな地震が起きた時、家具が倒れる危険はないですか。家具が転倒すると、下敷きになって大けがをしたり、避難の妨げになる恐れがあります。家具の大きさや壁面の状況などにあわせて、固定しましょう。

　また、室内だけでなく家の周りにも、避難を妨げるものや、被害の拡大につながる箇所がないかをあらかじめ確認しておきましょう。

問：災害対策課　電話：0463-21-9734




3月納期の市税・手数料



①国民健康保険税（第10期）

②後期高齢者医療保険料（第9期）

③介護保険料（第10期）

④清掃し尿従量手数料（第12期）

⑤清掃し尿定額手数料（第4期）

　